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【お問い合わせ】 大学院農学研究院  教授 鬼倉 徳雄 

                                                  TEL：0940-52-0163  FAX：0940-52-0190 

                                                   Mail： onikura@agr.kyushu-u.ac.jp 

豪雨の影響による絶滅を防ぐため 希少種（セボシタビラ）保全策 

九大水産実験所に避難、人工授精で増やした魚を試験放流 

九州大学大学院農学研究院の鬼倉徳雄教授は、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律（種の保存法）に基づく国内希少野生動植物種に指定される淡水魚「セボシタビラ」を

飼育下で増殖し、2023 年 8 月 18 日にその一部を自然河川に試験放流します。放流個体は、平成

29年（2017年）7月九州北部豪雨の被災河川に生息した個体の子どもたちです。豪雨災害による

絶滅を免れたものの、その後の大規模河川改修での絶滅が危惧されたため、数個体を捕獲して九

州大学水産実験所に緊急的に避難させ、人工授精での増殖を行いました。 

セボシタビラはタナゴの仲間で、自然下では生きた二枚貝に卵を産みます。そのため、産卵母

貝は、本学大学院工学研究院の林 博徳准教授、福岡県保健環境研究所の中島 淳専門研究員の助

言を受けながら、福岡県朝倉県土整備事務所が近隣河川に避難させました。2022年 3月と 12月、

先行して二枚貝が放流され、本年 8 月 18 日、選定された放流場所に本種約 50 尾を試験放流しま

す。7 月に鬼倉教授・林准教授・中島専門研究員、福岡県の河川部局、福岡県自然環境課、環境

省九州地方環境事務所が集まり勉強会を開催、その会の中で福岡県が行った環境調査の結果が報

告され、それを参考に放流場所を選定しました。放流は日本魚類学会の定める「生物多様性の保

全をめざした魚類の放流ガイドライン」に沿って行われます。 

今後は、鬼倉教授と WWF ジャパンの共同研究で開発された、セボシタビラの種特異的環境 DNA

分析法でモニタリングし、その結果に基づき、個体の補強の必要性を検討します。また、林准教

授を中心に生息場を調査し、環境再生の必要性を検討する予定です。大災害～河川改修～希少種

の緊急避難～野生復帰というプロセスを研究者と行政が連携しながら進めた点で、保全生態学的

に大きな価値があります。成果の一部は、2023年 9月の日本魚類学会年会で発表する予定です。 

試験放流の様子や、現在水産実験所で保管されているセボシタビラは、撮影・取材が可能です。

ぜひ取材のご検討をお願いいたします。 

※本研究は、国土交通省河川砂防技術研究開発地域課題分野（河川生態）、科研費学術変革領域研究(A)水共生学

(1H05181)、科研費基盤 B(3H03588)および（公財）世界自然保護基金ジャパン（WWF ジャパン）との共同研究(コ

カ・コーラ財団助成金に基づく「有明海流入河川流域を対象とした減災と淡水生態系保全の両立プロジェクト」)

によって行っています。 

 

研究者からひとこと：セボシタビラは河川改修期間中に種の保存法に指定されたため、その準備は不

十分でした。河川部局、環境部局、研究者のすべてが頭を悩ませる中、関係者がうまく連携し臨機応

変に対応しました。今後も、この協力体制を堅持しながら、地域に愛される川、人々が安心して暮ら

せる川、そして、セボシタビラをはじめとする生き物たちにとって幸せな川を目指したいと思います。 
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